
付録１ 年譜 

西行 宮中状況 時代背景 和歌

第一期      在俗時代 １歳～23歳 元永元年～保延六年
1118~1140

（1歳～23歳）

・1118西行(俗名 佐藤義清)生誕

・1137鳥羽院の下北面として、鳥羽離宮

の安楽寿院御幸に供奉する。

・1140佐藤義清出家する。鞍馬寺に身を

寄せる。

・1118鳥羽天皇女御 藤原璋子が中宮

となる(鳥羽天皇16歳、璋子18歳)。

・1127待賢門院璋子が皇子雅仁(後の

後白河天皇)を生む。

・1139藤原得子(美福門院得子)鳥羽上

皇の皇子(後の近衛天皇)を生む。

1086白河上皇の院政開始

1088源義家に院昇殿を許可

1105延暦寺僧兵が入京し強訴

1108北面の武士僧兵の入京を阻止

1129白河法皇崩御、鳥羽上皇の院政

開始、

1132平忠盛に院昇殿を許可

「山家集」「山家心中集」

第二期    出家直後時代 24歳～30歳 永治元年～久安三年
1141~1148

（24歳～31歳）

・1141東山の寺に寄住し、鞍馬に籠り、

まもなく嵯峨に草庵を結ぶ。

・1144歌枕を探ねて初回の奥州の旅に出

発。平泉に到着、翌年出羽国へ越える。

・1141崇徳天皇近衛天皇に譲位、女

御得子皇后となる。

・1142待賢門院仁和寺法金剛院に出

家

・1145待賢門院璋子崩

鳥羽上皇出家。崇徳天皇、鳥羽上皇
の意により近衛天皇に譲位。 崇徳天
皇は鳥羽上皇に騙されて近衛天皇に
譲位。

1151「詞花和歌集」に1首入集

陸奥の歌枕

第三期  高野中心時代前期 31歳～49歳 久安四年～仁安元年
1149~1166

（32歳～43歳）

・1149高野山に草庵をむすび以降30年

ほど拠点とする。

・1156仁和寺北院に蟄居させられた崇徳

院の許に馳せ参じる。

・1160美福門院の遺骨を高野山に迎え

る。

・1149皇后得子美福門院得子となる

・1155近衛天皇崩じ後白河天皇践祚

・1156美福門院落飾

・1159統子内親王上西門院となる

・1160美福門院崩

・1164隠岐にて崇徳天皇崩ずる

・1165二条天皇六条天皇に譲位、二

条天皇崩ず

1156鳥羽法皇崩御、藤原頼⾧没。崇

徳院が讃岐に配流。

1156保元の乱（平清盛・源義朝・上

皇方の白川殿を襲い、天皇側が勝

利。

1159平治の乱（平清盛の勝利）

1155「後葉和歌集」に1首入集

1157藤原公能に父実能の弔歌を

送る（山家集）

第四期 高野中心時代後期 49歳～62歳 仁安二年～治承三年
1167~1179

（44歳～62歳）

・1168讃岐に渡り、崇徳院白峰御陵に詣

る。善通寺に草庵を結ぶ。九州旅する。

・1177蓮華乗院を壇上に移す。

・1168高野山に裳切騒動起こる

・1168六条天皇高倉天皇に譲位

・1169後白河上皇出家す

・1177平清盛福原に千僧供養す

・1179平清盛後白河法皇の院政を停

止し近臣を下官す。源頼政出家す。

1167平清盛太政大臣に就任。

平氏全盛

1177鹿ケ谷の陰謀

1179清盛、後白川法皇を幽閉

西住との交わり

大原三寂との交わり

歌人源経信・俊頼父子、歌林苑グ

ループとの交わり

高野山・吉野と大原で詠む

第五期 晩年時代  63歳～73歳 治承四年～建久元年
1180~1190

（63歳～73歳）

・1180伊勢国二見浦に草庵を結ぶ

・1186東大寺勧進のため陸奥平泉に赴き

源頼朝と交渉す。

・1187嵯峨に草庵を結ぶ

・1189河内国弘川寺に草庵を移す。

・1190弘川寺にて入滅

・1180高倉天皇安徳天皇に譲位、以

仁王、源頼政挙兵、敗死す

・1181高倉上皇崩。後白河院政復

活、平清盛没。中宮平徳子建礼門院と

なる。

・1183後鳥羽天皇践祚す

・1185平重衡、南都を焼く。東大寺

の蘆遮那仏・大仏が焼け落ちる。

・1189上西門院崩ず

1180福原遷都、源頼朝、伊豆に挙

兵。木曽義仲も信濃に挙兵。

1183平氏の都落ち、後白河法皇、源

頼朝の東国支配権を承認

1185平氏滅亡

1184源（木曽）義仲敗死す

1185平家壇ノ浦に滅亡

1189頼朝、藤原泰衡を討ち奥州平定

1192頼朝、征夷大将軍に就任

1183後白河院藤原俊成に和歌撰

進を命ず

1186「二見浦百首」を勧進

内宮神主・荒木田氏との交わり

1187「御裳濯河歌合」成立

1188「千載和歌集」に18首入集

慈円との交わり

1189「宮川歌合」成立す

 


